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　私たちが本日、晴れて成人式を迎えるこ

とができましたのも、これまで深い愛情を

もって慈しみ育ててくれた保護者をはじ

め、強い信念をもって励まし見守ってくだ

さった先生や地域の皆さまがたのご指導、

ご援助があったからこそと、心から感謝し

ております。

　私たちは、この20年間たくさんの人と出

会いました。そのかたがたは、私にいろい

ろな手を差し伸べてくださいました。成人

となった今、今度は私たちが笑顔でためら

うことなく手を差し伸べ、少しでも皆さま

に恩返しができたらと思っております。家

族および地域のかたがたとの助け合いや連

携を保ち、大人としての社会力を身につ

け、義務や権利を果たしていく所存でござ

います。

　これからの人生をより一層輝かしいもの

にするために、まだまだ未熟な私たちです

が、試行錯誤を繰り返しながら精一杯頑張

っていきたいと思っております。これから

も温かく見守りご指導くださいますようお

願い申し上げます。

新成人代表で謝辞を述べた尾
畑　玲奈さん（江田島町切串・
式中の謝辞から）
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成人おめでとう！～中学３年生当時の先生からメッセージ～

石原　幹生先生
（当時三高中・現
在江田島中）

川上　由美先生
（当時切串中・現
在三高中）

地福　敦子先生
（当時大柿中・現
在江田島中）

藤田　敬子先生
（当時沖中・現在
広大付属三原中）

宮本　好章先生
（当時能美中・現
在能美中）

元谷　秀範先生
（当時江田島中・
現在大柿中）

　

１
月
14
日
（
月
・
祝
）、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
江
田
島
市
成
人
式
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当
日
は
青
く
晴
れ
わ
た
り
、
絶
好
の
成
人
式

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
付
開
始
時
刻
の
午
前
９
時
に
な
る
と
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
着
物
に
身
を
つ
つ
ん
だ

新
成
人
た
ち
が
続
々
と
到
着
。
会
場
周
辺
で

は
、懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
「
久
し
ぶ
り
、

元
気
？
」
や
「
最
初
誰
か
分
か
ら
ん
か
っ
た

よ
」
と
い
っ
た
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ

え
、写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
曽
根
市
長
が
「
こ
れ
か
ら
社
会

へ
飛
び
出
す
皆
さ
ん
に
は
、
多
く
の
困
難
が

待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
信
じ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
若
き
担
い
手
と
し
て
成
長
し
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
誓
い
の
言
葉
で
は
、岩
橋　

秀
信
さ
ん（
海

上
自
衛
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第
１
術
科
学
校
）、
川
地　

琴
音

さ
ん
（
沖
美
町
是
長
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脊せ

と

ど

い

戸
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淳
す
な
お

さ

ん
（
能
美
町
中
町
）
の
３
人
が
力
強
い
口
調

で
自
分
の
思
い
を
発
表
。
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
25
絃
箏ご

と

ユ
ニ
ッ
ト

「
心
花
～k

o
k
o
h
an
a

～
」
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
箏こ

と

の
美
し
い
響
き
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
終
了
後
は
、
再
び
仲
間
と
近
況

報
告
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
成
人
式

と
い
う
人
生
の
節
目
の
日
に
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

若
さ
い
っ
ぱ
い

　
　
　

は
じ
け
る
笑
顔
の
新
成
人

式に出席した新成人は２０３人。当時の学校やクラス単位で集まり、写真を撮る様子も見られました。
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